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位置づけられる疾患感受性遺伝子，APOE e4遺伝子に着目し，アルツハイマー病における APOE 
e4遺伝子がもたらす認知機能の変化を決定づける要因の分析を行うことを目的とした。 































































ハイマー病における APOE e4 遺伝子の認知機能に及ぼす作用を明らかにすることを目的として
いる。すなわち，アルツハイマー病の主症状である認知障害の変化とそのリスク遺伝子とみなさ
れる APOE e4 遺伝子の関連における混乱要因に注目し，全被験者の遺伝子型を公表し研究発表







本論文は，研究 A，B，Cから構成されているが研究 Aがメインの研究であるとみなされる。 


















は認められず，本論文で明らかにしたアルツハイマー病における APOE e4 遺伝子が認知機能に
及ぼす作用については，アルツハイマー病疾患特有のものであろうことを確認している。研究 B，
Cの結果は，研究 Aの結果を支持し，先行研究の矛盾する結果に関して解明の一端を提示してい
る。以上のように，本論文の分析は論理的に緻密に進められており，分析結果の信頼性は高いと
評価される。 
 
現在，アルツハイマー病の早期診断が有効な治療につながる可能性が指摘され，バイオマーカ
ー陽性や神経画像の特異性，遺伝子の変異に加えて，軽度認知機能障害が着目されている。遺伝
的，画像的検索に加えて，本論文では神経心理学検査の重要性が改めて認識された。超高齢化社
会にあって，急増しつつあるアルツハイマー病の早期診断と早期予防的介入によって，進行を遅
らせあるいは改善策を見出す方法を模索する観点からも，本研究の意義はあり，今後の研究の発
展が望まれる。 
 
以上により，審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
